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　市民の皆様には、日頃から韮崎市議会に対しまし
て、格別のご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
　私たちは、平成29年第１回臨時会におきまして、
第65代議長、第66代副議長に就任いたしました。
　さて、議会は、執行部が取り組んでいることに対
し、市民のための事業展開が図られるよう、適正な
執行がされているかを検証し、意見や提言をしてい
くことが重要な責務の一つであることを、議員一人
一人が深く認識して活動していかなければなりませ
ん。また、福祉・教育の充実や議会報告会などを通

じてお聞きした議員の定数のあり方なども、検討していかなければならないことと承知しています。
　私たちは、市民の皆様の幸せと、本市の一層の発展に軸足を置いて、現状の把握と改善、そして未来を見
据えた積極的な取り組みに力を注いでいきますので、今後も議会活動への変わらぬご支援、ご協力を賜りま
すようお願い申し上げまして、就任のあいさつといたします。

田原議長（向かって左）、小林副議長（向かって右）

就任あいさつ

市議会議員と若者の交流会を開催しました

中学・高校生の拠点Miacis（ミアキス）にて
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　１０月２１日、市民交流センター「ニコリ」のミアキスで、議会から６名の議員が出席し、「最強のまちづくり」
をテーマに、中学・高校生、大学生を交えたグループに分かれ、テーブルを囲みミーティングをしました。
　本市議会として初めての取り組みでしたが、非常に有益な時間であったので、今後も継続して実施していける
よう機会を設けていきます。

　平成29年第1回臨時会は、10月30日から11月1日までの3日間の会期で
開催しました。本臨時会では、専決予算の承認、条例の一部改正、契約の
締結の審議、正副議長、組合等の議員の補欠選挙、監査委員の選任、及び
議会運営委員会、各常任委員会の委員の選任を行いました。
　なお、本臨時会で審議した議案等、また採決の結果については、５頁の
「平成29年第1回臨時会議決結果一覧表」をご覧ください。

　本市議会では、韮崎市議会委員会条例で、議会運営委員会、総務教育常任委員会、市民生活常任委員会、産業
建設常任委員会及び財務常任委員会を置くことや委員会の定数などが定められています。
　なお、各委員会の構成は次のとおりです。

委 員 長　　宮川　文憲　　　
副委員長　　金井　洋介
委　　員　　小林恵理子　 一木　長博　 森本由美子 
　　　　　　輿石　賢一　 西野　賢一

委 員 長　　守屋　　久　　
副委員長　　木内　吉英
委　   員　　小林恵理子　 一木　長博　 森本由美子 
　　　　　　輿石　賢一　 山本　雄次　 清水　康雄
　　　　　　髙添　秀明　 宮川　文憲　 浅川　裕康 
　　　　　　渡辺　吉基　 内藤　正之　 小沢　栄一
　　　　　　金井　洋介

委 員 長　　山本　雄次　　
副委員長　　金井　洋介
委　　員　　一木　長博　 小林　伸吉　 西野　賢一 
　　　　　　守屋　　久

委 員 長　　清水　康雄　　
副委員長　　木内　吉英
委　　員　　小林恵理子　 田原　一孝　 浅川　裕康 
　　　　　　内藤　正之

委 員 長　　髙添　秀明　　
副委員長　　小沢　栄一
委　　員　　森本由美子　 輿石　賢一　 宮川　文憲 
　　　　　　渡辺　吉基

【各委員会の構成】

□ 議会運営委員会（７人）

□ 財務常任委員会（15人） □ 市民生活常任委員会（６人）

□ 総務教育常任委員会（６人）

□ 産業建設常任委員会（６人）

臨 時 会
10月

平成29年第１回
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【選挙】

　当選　田原　一孝 議員　　【投票総数 １８票】
　　田原　一孝 議員   9票　　輿石　賢一 議員   7票
　　小林恵理子 議員　２票

　当選　小林　伸吉 議員　　【投票総数 １８票】
　　小林　伸吉 議員　9票　　守屋　　久 議員　7票
　　渡辺　吉基 議員　２票

　峡北広域行政事務組合規約の規定により本市議会から６人を選出するもので、指名推選により、輿石　賢一議
員、髙添　秀明議員、守屋　久議員、内藤　正之議員、木内　吉英議員、金井　洋介議員が当選しました。
　なお、事務組合の議会の議員定数は２０人で、構成団体である北杜市議会で１０人、甲斐市議会で４人とすること
が同組合規約で定められています。

【人事】

　市議会議員選出の監査委員 森本　由美子議員の辞任に伴い、その後任者の選任について市長から議会の同意
を求める提案がされ、西野　賢一議員の就任に同意しました。

　平成29年第3回定例会は、9月7日から27日までの21日間の会期で開催
しました。今議会では、市長から提出された各会計の平成28年度決算の
認定や平成29年度補正予算議案、条例の制定及び一部改正、請願、意見
書についても慎重に審議を重ね、採決しました。審議の中で、議案第56
号及び議第4号（議員発議の意見書）に対しては討論の申し出があり、採
決の前に賛成の立場、反対の立場から、それぞれ議員が討論を行いました。
　なお、本定例会で審議した議案、選挙及び採決の結果については、５頁
の「平成29年第3回定例会議決結果一覧表」をご覧ください。

■ 峡北広域行政事務組合議員の補欠選挙〔選挙第5号〕

■ 峡北地域広域水道企業団議員の補欠選挙〔選挙第6号〕

■ 山梨県後期高齢者医療広域連合議員の補欠選挙〔選挙第7号〕

　峡北地域広域水道企業団規約の規定により本市議会から４人を選出するもので、指名推選により、森本　由美
子議員、西野　賢一議員、宮川　文憲議員、浅川　裕康議員が当選しました。
　なお、企業団の議会の議員定数は１２人で、構成団体である北杜市議会で７人、甲斐市議会で１人とすることが
同企業団規約で定められています。

　本市議会選出議員 髙添　秀明議員が山梨県後期高齢者医療広域連合議員を辞職し、その後任者を選出するも
ので、指名推選により清水　康雄議員が当選しました。
　なお、広域連合は山梨県内全２7市町村をもって組織されており、議会の議員定数は２7人で、構成する市町村の
議会から１人を選出することが定められています。

■ 監査委員の選任について〔議案第67号〕

【契約の締結】
■ 甘利小学校既存校舎大規模改修建築主体工事請負契約の変更について〔議案第66号〕
　工事の請負契約を次のとおり変更するため、韮崎市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す
る条例第２条の規定（議会の議決に付さなければならない契約は、予定価格1億5,０００万円以上の工事又は製造の
請負）により市長から提出され、審議しました。
　　１　契約変更の理由：　外構工事、防水工事等の追加に伴う設計変更による。
　　２　契約変更事項　：　契約金額４２１,２００,０００円を８８,０２０,０００円増額し、５０9,２２０,０００円とする。
　　※この契約変更は、平成２８年第４回定例会（１２月）で議決した工事請負契約の変更に係るものです。
　    （議決した契約は、議会だより１７１号に掲載しています。）

　平成２８年度の決算では、一般会計決算（歳入総額１４１億４,３79万7千円、歳出総額１３5億6,5００万8千円）のほか、
特別会計、企業会計に係る各決算、また平成２9年度の補正予算として、一般会計（9,８３２万5千円の増額補正）、
介護保険特別会計（１億99３万８千円増額補正）、青木御座石財産区特別会計補正予算（４００万円の増額補正）が市
長から提出され、予算、決算に係ることを所管する財務常任委員会で審査しました。
※平成２８年度決算の状況は「広報にらさき１１月号」の特集「韮崎市の財政状況を公表」をご覧ください。

【平成28年度決算及び平成29年度補正予算】

■ 議長選挙 ■ 副議長選挙

9月

平成29年
第３回
定例会
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【条例】

　市立保育園の民営化及び再編第２保育園の整備に伴い、園の名称変更等を行うもので、「藤井保育園」を「た
んぽぽ保育園」に名称を変更し、児童福祉法等に合わせて、「保育園」を「保育所」に変更する用語の整理等が
されます。
　・施行期日：平成３０年４月１日
　※「韮崎西保育園」の民営化後の名称は、「すみれ韮崎保育園」に決定されました。

【市有財産の処分・貸付け】

　上記２議案については、韮崎西保育園の民営化に伴い、平成３０年４月から社会福祉法人すみれ福祉会が同園を
運営するに当たって、当会に、園舎、プール及び附帯設備を譲与し、敷地（２,２57.２7㎡）を平成３０年４月１日か
ら平成４０年３月３１日まで無償で貸し付けることについて、地方自治法第96条第１項第６号の規定により市長から
提出されたものです。

【人事】

　固定資産評価審査委員 小野　千秋氏の任期が平成２9年９月２４日満了となるため、その後任者の選任について
市長から議会の同意を求める提案がされ、小野　千秋氏（旭町）の再任に同意しました。

【請願】
　今議会に次の請願が提出されました。

【意見書】

　［意見書の概要］
　　子どもたちの教育環境の改善及び教育の機会均等と水準の維持向上を図るためには、義務教育費国庫負担制
　度を拡充し、教職員定数を改善する必要があることから、地方交付税を含む国における教育予算の拡充等を求める。

●電気設備工事費  ………………………………１１,9４５千円

■ 市立保育所の再編に伴う関係条例の整備等に関する条例〔議案第56号〕

■ 建物の処分について〔議案第61号〕
■ 土地の貸付けについて〔議案第62号〕

■ 教育委員会委員の任命について〔議案第63号〕

■ 固定資産評価審査委員会委員の選任について〔議案第64号〕

　教育委員会委員 内藤　慶子氏の任期が平成２9年１０月４日満了となるため、その後任者の選任について市長か
ら議会の同意を求める提案がされ、堀川　薫氏（龍岡町）の選任に同意しました。

■ 教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書〔請願第29–3号〕

■ 教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出について
　　〔議第３号〕

■ 「全国森林環境税」の創設に関する意見書の提出について〔議第４号〕
　［意見書の概要］
　　市町村が継続的に森林の整備、保全に取り組むことができるよう、安定した財源の確保に向けての「全国森
林環境税」　を早期に導入するよう求める。
　□ 両意見書は議会の意思として、衆議院議長、参議院議長及び内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました。

●建築主体工事費  ……………… ８８,０２０千円
　内訳　
　・中庭整備工事費  …………… １０,８００千円
　・外構工事費  ………………… 5４,０００千円
　・既存施設の調査結果による
　　追加工事費  ………………… ２３,２２０千円

　内訳　
　・既存設備の調査結果による追加工事費  …１１,9４5千円

●その他附帯工事費  …………………………… １,４８７千円
　内訳
　・警備設備の移設工事  ………………………… 557千円
　・構内ＬＡＮ配線の移設工事  ………………… 9３０千円

　□ 甘利小学校大規模改修事業費：１０１,４５２千円
■ 平成29年度一般会計補正予算（第２号）に係る主な歳出
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■賛否のあった議案

議案番号 件　　　名 結果
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議案第５６号 市立保育所の再編に伴う関係条例の整備等に関する
条例 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案第６１号 建物の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第６２号 土地の貸付けについて 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
認定第１号 平成28年度一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

認定第２号 平成28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議　第４号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書の提出に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

○賛成　●反対（西野賢一議長を除く）

議案番号 件　　　名 結果
報告第１１号 平成28年度健全化判断比率の報告について 了承
報告第１２号 平成28年度簡易水道特別会計に係る資金不足比率の報告について 了承
報告第１３号 平成28年度下水道事業特別会計に係る資金不足比率の報告について 了承
報告第１４号 平成28年度国民健康保険韮崎市立病院事業会計に係る資金不足比率の報告について 了承
報告第１５号 平成28年度水道事業会計に係る資金不足比率の報告について 了承
議案第５２号 平成29年度一般会計補正予算（第2号） 可決
議案第５３号 平成29年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 可決
議案第５４号 平成29年度青木御座石財産区特別会計補正予算（第1号） 可決
議案第５５号 工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例 可決
議案第５７号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決
議案第５８号 地域包括支援センターの設置者が遵守すべき基準に関する条例の一部を改正する条例 可決
議案第５９号 再編第2保育園及び藤井公民館整備に伴う建築主体工事請負契約の締結について 可決
議案第６０号 甘利第3配水池築造工事請負契約の締結について 可決
議案第６３号 教育委員会委員の任命について 同意
議案第６４号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
認定第３号 平成28年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第４号 平成28年度簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第５号 平成28年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第６号 平成28年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第７号 平成28年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第８号 平成28年度第一鈴嵐恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第９号 平成28年度第二鈴嵐恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第１０号 平成28年度第二御座石前山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第１１号 平成28年度旭山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第１２号 平成28年度八森恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第１３号 平成28年度戸沢日影半腹裾恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第１４号 平成28年度青木御座石財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第１５号 平成28年度国民健康保険韮崎市立病院事業会計決算の認定について 認定
認定第１６号 平成28年度水道事業会計決算の認定について 認定
請願第２９-３号 教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書 採択
議　第３号 教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出について 可決

■全会一致の議案

平成29年 第３回定例会議決結果一覧表

議案番号 件　　　名 結果
報告第１６号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度一般会計補正予算（第３号）） 承認
議案第６５号 公告式条例の一部を改正する条例 可決
議案第６６号 甘利小学校既存校舎大規模改修建築主体工事請負契約の変更について 可決
議案第６７号 監査委員の選任について 同意
議 第 ５号 北朝鮮の相次ぐ弾道ミサイルの発射及び核実験に抗議し、国の断固たる対応と国民の安全・安心の確保を求める意見書の提出について 可決
選挙第 ５号 峡北広域行政事務組合議員の補欠選挙について 当選
選挙第 ６号 峡北地域広域水道企業団議員の補欠選挙について 当選
選挙第 ７号 山梨県後期高齢者医療広域連合議員の補欠選挙について 当選

平成29年 第１回臨時会議決結果一覧表
■全会一致の議案
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にらさきのまちづくりここが聞きたい
　代表質問及び一般質問の内容は、項目は抜粋、質問と答弁は要約したものです。
　詳細な内容は、“韮崎市ホームページ→市議会→会議録検索”でご覧いただけます。録画中継も配信しています。

11人の議員が市政を問う
一 質般 問

　

今
後
の
人
口
減
少
に

伴
う
財
源
の
縮
小
を
見
込
み
、

公
共
施
設
の
整
理
統
合
と
複

合
施
設
の
推
進
を
図
り
、
住

民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
魅
力
あ

る
施
設
を
ど
う
造
る
か
が
大

切
で
あ
り
、
市
が
保
有
す
る

公
共
施
設
数
や
延
べ
床
面

積
、
大
規
模
改
修
の
目
安
と

な
る
築
30
年
を
経
過
し
た
施

設
数
が
全
体
で
何
％
を
占
め

る
の
か
、
ま
た
長
寿
命
化
の

方
策
と
目
標
と
す
る
施
設
面

積
の
20
％
削
減
方
針
に
係
る

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長　

市
が
保
有
す
る

公
共
施
設
数
は
１
２
６
施

設
、
延
べ
床
面
積
は
19
万
３
、

２
３
６
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

こ
の
う
ち
築
30
年
を
経
過
し

た
施
設
は
７
万
４
、７
０
１

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
全
体
の

38･

７
％
で
す
。
ま
た
施
設

の
長
寿
命
化
の
方
策
と
施
設

面
積
20
％
削
減
方
針
に
つ
い

て
は
、
各
施
設
の
老
朽
化
状

況
や
設
置
目
的
、
利
用
状
況

宮川　文憲 議員
［韮真クラブ］な

ど
を
踏
ま
え
、
本
年
度
末

ま
で
に
個
別
施
設
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

赤
ワ
イ
ン
の
丘
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
基
本
構
想
に
つ
い

て
「
穂
坂･

上
の
山
ワ
イ
ン

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
に
名
称

を
変
更
す
る
こ
と
を
聞
い
て

い
る
が
、
変
更
理
由
と
組
織

の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
と
併

せ
て
、
今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
化

へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の

方
法
は
。

市
長　

事
業
化
可
能
性

調
査
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
最
優
先
し
て
進
め
る
方
針

か
ら
事
業
名
を
変
更
し
ま
し

た
。
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
組
織
は
立
ち
上
げ
ず

に
農
林
課
、
商
工
観
光
課
を

中
心
に
取
り
組
み
、
今
後
、

地
元
生
産
者
や
新
設
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

れ
て
い
る
の
で
、
団
員
確
保

に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
順
次
質
問
す
る
。　

　

先
ず
事
業
所
に
消
防
団
活

動
の
理
解
を
得
る
働
き
掛
け

に
つ
い
て
、
次
に
活
動
業
務

の
見
直
し
検
討
に
つ
い
て
、

次
に
消
防
団
の
活
動
に
は
、

家
族
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ

り
、
家
族
へ
の
働
き
掛
け
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。

市
長　

事
業
所
へ
の
働

き
掛
け
に
つ
い
て
は
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
消
防
新

聞
な
ど
を
通
し
て
、
消
防
活

動
へ
の
協
力
を
要
請
し
て
い

ま
す
。

　

次
に
消
防
団
活
動
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
協
力
員
の
募

集
な
ど
、
引
き
続
き
、
団
員

負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

次
に
家
族
へ
の
働
き
掛
け

に
つ
い
て
は
、
式
典
な
ど
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
と
と

も
に
、
活
動
す
る
姿
を
お
知

ら
せ
す
る
な
ど
、
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

赤
ワ
イ
ン
の
丘
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
名

の
変
更
と
事
業
推
進

に
つ
い
て

その他質問

◆住宅火災の防災体制
づくりについて

◆今後の保育園改修計
画について

◆韮崎市立静心寮の運
営について

◆企業誘致と移住・定
住対策について

　

消
防
団
活
動
は
、

予
防
業
務
、
警
備
業
務

等
々
、
そ
の
活
動
範
囲

は
拡
大
し
て
お
り
、
消

防
団
員
の
活
動
は
、
忙

し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

公
共
施
設
の
再
編
整

備
に
つ
い
て

韮
崎
市
消
防
団

の
対
応
に
つ
い
て

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••

代 質表 問

■
９
月
７
日
・
27
日　

　

委
員
会
開
催

〔
主
な
審
査
事
項
〕

□
議
案
第
５9
号
及
び
第
６0
号

・
右
の
２
議
案
は
、
審
査
の

上
、
採
決
の
結
果
、
全
員

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し

た
。

□
請
願
第
29

－

３
号

 

（
新
規
案
件
）

・
右
の
請
願
は
、
審
査
の
上
、

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

■
11
月
１
日　

委
員
会
開
催

□
議
案
第
６５
号
及
び
第
６６
号

・
右
の
２
議
案
は
、
審
査
の

上
、採
決
の
結
果
、全
員
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

■
９
月
27
日　

委
員
会
開
催

〔
主
な
審
査
事
項
〕

□
議
案
第
５６
号
、
第
５７
号
、

第
５8
号
、
第
６1
号
及
び
第

６2
号

・
右
の
５
議
案
は
、
審
査
の

上
、
採
決
の
結
果
、
議
案

第
５６
号
、
第
６1
号
及
び
第

６2
号
は
挙
手
多
数
で
、
第

５７
号
及
び
第
５8
号
は
全
員

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し

た
。

■
９
月
22
日　

委
員
会
開
催

〔
主
な
審
査
事
項
〕

□
議
案
第
５５
号

・
右
の
議
案
は
、
全
員
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

各
議
案
番
号
の
件
名
に
つ
い
て
は
、
５
頁
「
平
成
29
年 

第
３
回

定
例
会
議
決
結
果
一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

市
議
会
議
員
の
虚
礼   

 

廃
止
に
ご
理
解
を
お  

 

願
い
し
ま
す

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
で

次
の
よ
う
な
こ
と
は
、
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

◇
各
種
行
事
に
金
品
を
贈

　

る
こ
と
。

◇
お
中
元
、お
歳
暮
、花
輪
、

　

祝
儀
等
（
親
族
な
ど
を

　

除
く
）
を
贈
る
こ
と
。

◇
年
賀
状
や
暑
中
見
舞
い

　

な
ど
の
あ
い
さ
つ
状

　
（
自
筆
の
返
答
を
除
く
）

　

や
有
料
の
あ
い
さ
つ
広

　

告
を
出
す
こ
と
。

　　

市
民
各
位
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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山
梨
市
（
前
）
市
長

の
職
員
採
用
に
関
わ
る
不
正

は
、
本
市
議
会
と
し
て
も
非

常
に
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。

　

本
市
の
職
員
採
用
試
験
は

山
梨
市
と
異
な
り
、
第
３
次

試
験
ま
で
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
試
験
内
容
、
採
点

方
法
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。
特
に
、
面
接

試
験
等
の
採
点
に
市
長
が
関

与
す
る
と
の
報
道
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
関
与
の
仕
方

と
、
市
長
が
関
与
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
見
解
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

市
長　

本
市
の
職
員
採

用
試
験
の
内
容
と
採
点
方
法

に
つ
い
て
で
す
。
第
１
次
試

験
で
は
、
教
養
試
験
、
専
門

試
験
及
び
小
論
文
試
験
を
実

施
し
、
そ
の
採
点
は
、
教
養

試
験
・
専
門
試
験
に
つ
い
て

は
、
試
験
問
題
の
作
成
者
で

あ
る
公
益
財
団
法
人
に
委
託

し
、
小
論
文
試
験
に
つ
い
て

は
、
私
、
副
市
長
、
教
育
長
、 一木　長博 議員

［韮真クラブ］政
策
秘
書
課
長
の
４
人
に
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
２

次
試
験
は
、
集
団
討
議
に
よ

り
、
副
市
長
、
政
策
秘
書
課

長
な
ど
に
よ
る
評
価
を
行
っ

て
い
ま
す
。
第
３
次
試
験
は
、

個
別
方
式
の
面
接
試
験
を
行

い
、
小
論
文
試
験
の
評
点
者

が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
論
文
試
験
、
面

接
試
験
の
両
方
と
も
一
評
点

者
で
あ
り
、
私
の
評
点
も
含

め
た
４
人
の
評
点
の
平
均
値

を
最
終
評
点
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
将
来
の
韮
崎
市
を

背
負
っ
て
立
つ
職
員
の
採
用

の
た
め
、
私
が
任
命
権
者
と

し
て
一
評
点
者
に
加
わ
る
こ

と
は
重
要
な
職
務
で
あ
り
、

責
務
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

内
藤
市
長
に
な
っ
て

試
験
制
度
を
変
更
し
た
点
が

あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
補

欠
合
格
制
度
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
な
い
か
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

市
長　

職
員
採
用
試
験

制
度
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

私
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら

変
更
す
る
考
え
が
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
、
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

市
長　

今
後
の
試
験
方

法
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
他

市
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
、
市
長
の
今

回
の
事
件
に
対
す
る
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　

組
織
は
人
な
り

と
言
い
ま
す
が
、
採
用
試
験

で
人
材
を
正
し
く
採
用
し
て

い
く
こ
と
は
、
私
が
市
長
の

職
を
退
い
た
後
も
、
職
員
た

ち
は
本
市
の
行
政
を
担
っ
て

い
く
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

不
正
採
用
な
ど
は
、
当
然
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
観
点

か
ら
も
、
私
自
身
も
受
験
者

の
適
正
を
自
分
の
目
で
確
か

め
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
特
に
面
接
等
は
非

常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
方
針
で
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

韮
崎
市
職
員
の
採
用

試
験
に
つ
い
て

その他質問

◆農業振興について
◆安全・安心に生活で

きる地域体制の構築
について

◆韮崎市まち・ひと・
しごと創生総合戦略
について

　

山
梨
県
内
の
市
町
村

税
徴
収
率
は
全
国
平
均
を
下

回
る
状
況
か
ら
、
本
市
の
実

情
と
徴
収
率
向
上
の
対
策
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　

本
市
の
実
情
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
市
税

現
年
分
の
徴
収
率
は
98･

６4

％
と
な
り
、
前
年
を
上
回

り
ま
す
が
、
滞
納
繰
越
分
は
、

徴
収
困
難
な
案
件
も
あ
り
、

徴
収
率
の
向
上
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本

市
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
早

期
の
電
話
催
告
や
分
納
相
談
、

実
態
調
査
や
財
産
調
査
等
を

徹
底
し
、
徴
収
及
び
滞
納
処

分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
な
お
一
層
の
強
化
を
行

い
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
徴
収
率

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

守屋　　久 議員
［韮政クラブ］を

活
か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の

解
消
と
緩
和
を
さ
せ
、
小
規

模
校
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

の
文
部
科
学
省
か
ら
委
託
を

受
け
た
モ
デ
ル
事
業
の
一
校

と
し
て
、
穂
坂
小
学
校
が
指

定
校
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

当
校
の
状
況
を
お
聞
き
し
ま

す
。

教
育
長　

小
規
模
校
で

あ
る
穂
坂
小
学
校
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
児
童
一
人
ひ

と
り
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
個
々
の
実
態
に
沿
っ

た
、
き
め
細
か
な
学
習
指
導

や
生
徒
指
導
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
積
極
的
に
活
用
し
、

個
々
の
発
表
の
機
会
を
多
用

し
て
、
考
え
を
深
め
る
と
と

も
に
、
専
門
的
な
知
見
を
有

す
る
講
師
を
特
別
活
動
の
授

業
に
活
用
す
る
な
ど
、
特
色

あ
る
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
多
様
な
考
え
方

に
接
す
る
機
会
の
少
な
さ
や
、

中
学
校
へ
進
学
す
る
際
の
不

安
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
「
少
子
化
・
人

口
減
少
に
対
応
し
た
活
力
あ

る
学
校
教
育
推
進
事
業
」
で

は
、
中
学
校
区
内
の
他
の
小

学
校
や
、
中
学
校
と
連
携
し
、

様
々
な
交
流
を
す
る
中
で
、

多
様
な
意
見
に
触
れ
る
経
験

を
積
む
と
と
も
に
、
進
学
す

る
中
学
校
の
学
習
環
境
に
慣

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
不
安
を

解
消
し
、
中
学
校
生
活
へ
の

期
待
感
を
高
め
ら
れ
る
よ
う

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
元
龍
岡
町
塵
芥
焼

却
場
対
策
委
員
会
と
の
協
定

締
結
を
進
め
る
中
で
、
峡
北
、

中
巨
摩
、
峡
南
地
域
の
11
市

町
を
対
象
と
し
た
、
県
の
新

た
な
ご
み
処
理
施
設
広
域
化

計
画
に
つ
い
て
新
聞
報
道
が

あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
の
見

解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　

現
在
、
県
に
お

い
て
新
た
な
広
域
化
計
画
の

策
定
を
予
定
し
て
お
り
、
過

日
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
一
部

事
務
組
合
の
代
表
者
会
議
に

お
い
て
、
平
成
43
年
４
月
の

操
業
開
始
を
目
途
と
し
た
、

ご
み
処
理
の
広
域
化
が
合
意

さ
れ
ま
し
た
。
本
市
と
し
て

は
、
今
後
、
ご
み
の
減
少
傾

向
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
費

用
対
効
果
を
考
慮
し
、
ご
み

処
理
の
広
域
化
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
税
の
徴
収
状
況
に

つ
い
て

その他質問

◆有害鳥獣対策について
◆道路整備について

変
更
し
た
こ
と
は
な
く
、

補
欠
合
格
の
よ
う
な
制

度
も
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
事
件
を

受
け
、
今
後
、
市
職
員

の
採
用
試
験
の
方
法
を

少
子
化
・
人
口
減
少

に
対
応
し
た
活
力
あ

る
学
校
教
育
の
推
進

に
つ
い
て

　
学
校
の

小
規
模

化
へ
の

対
応
策

と
し
て
、

小
規
模

校
の
メ

リ
ッ
ト

峡
北
広
域
行
政
事
務

組
合
の
ご
み
処
理
施

設
に
つ
い
て

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••
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こ
の
施
設
は
５0
年
近

く
、
こ
の
龍
岡
の
地
に
あ
る

わ
け
で
、
当
初
は
近
隣
に
大

変
迷
惑
を
か
け
、
地
元
で
は

何
度
と
な
く
移
転
の
要
望
を

し
て
き
た
こ
と
は
承
知
の
と

お
り
で
あ
り
、
今
回
も
１
年

以
上
前
か
ら
延
長
の
申
し
出

に
よ
る
延
長
条
件
の
話
し
合

い
が
続
い
て
き
た
が
、
県
の

ゴ
ミ
処
理
広
域
化
計
画
が
報

道
さ
れ
、
状
況
が
一
変
し
、

県
の
ご
み
処
理
広
域
化
計
画

に
加
わ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

地
元
民
に
は
施
設
の
存
続
に

対
し
て
、
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
て
い
な
が
ら
、
今
度

は
変
更
す
る
の
で
は
、
到
底

理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
思
う
。

　

広
域
化
さ
れ
た
新
施
設
の

稼
働
は
今
か
ら
何
年
先
に
な

る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ゴ

輿石　賢一 議員
［協伸クラブ］か

ら
な
い
方
法
を
選
択
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
の

よ
う
に
説
明
す
る
の
か
お
聞

き
す
る
。

市
長　

県
の
ご
み
処
理

広
域
化
計
画
に
加
わ
り
、
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
の
ご
み
処
理
施
設

を
一
つ
に
集
約
化
す
る
こ
と

が
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら

も
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
市
民
の
負
担
の
軽
減

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
方
針
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
集
約
化
に
よ
り
地

元
で
の
操
業
期
間
が
短
縮
さ

れ
る
の
で
、
皆
様
の
要
望
に

お
応
え
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

効
率
化
を
考
え
て
の

方
向
性
と
い
う
こ
と
を
理
解

も
す
る
が
、
平
成
29
年
11
月

30
日
が
使
用
期
限
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
議
会
で
も
取
り

上
げ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
昨
年
の
６
月
頃
か
ら

延
長
に
対
す
る
条
件
の
申
し

入
れ
を
公
式
、
非
公
式
合
わ

せ
て
、
恐
ら
く
１
０
０
回
く

ら
い
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

今
年
の
６
月
、
県
か
ら
広
域

化
計
画
が
出
さ
れ
た
の
で
そ

の
計
画
に
沿
っ
て
い
き
ま
す

と
い
う
こ
と
で
は
、
龍
岡
町

の
委
員
会
、
ま
た
町
民
の
皆

さ
ん
方
は
納
得
し
難
い
の
で

は
な
い
か
。
新
し
い
施
設
を

建
設
す
る
の
に
４
年
４
カ
月

を
要
す
る
か
ら
、
平
成
34
年

３
月
30
日
ま
で
の
間
、
今
の

施
設
を
稼
働
す
る
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
の
で
認
め
よ
う

と
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ

の
変
更
を
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
組
合
を
構
成
す
る
他
市

に
も
説
明
が
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。
今
後
の
見
通
し

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
お
聞
き
す
る
。

副
市
長　

長
年
に
わ
た

っ
て
地
元
の
皆
様
に
は
ご
苦

労
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
が
平
成
29
年
11
月
と

い
う
約
束
を
守
れ
ず
、
使
用

期
間
の
延
長
を
お
願
い
し
て

い
る
こ
と
も
十
分
承
知
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
県
の
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
の
広
域
化
計
画
は
唐

突
な
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、

対
象
の
11
市
町
が
広
域
化
に

向
け
て
前
向
き
に
考
え
た
結

果
、
今
回
の
集
約
に
至
っ
た

も
の
で
あ
り
、
地
元
の
龍
岡

町
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
み
処

理
場
の
早
期
移
転
と
い
う
気

持
ち
も
聞
き
及
ん
で
い
る
の

で
、
地
元
の
方
に
は
経
緯
、

目
的
等
も
含
め
、
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

その他質問

◆韮崎市における人口
減少対策について

　

８
月
の
高
校
生
議
会

で
、「
韮
崎
市
民
バ
ス
は
１

回
１
０
０
円
で
利
用
し
や
す

い
が
、
山
梨
交
通
バ
ス
は
高

い
の
で
、
市
民
バ
ス
を
増
や

し
て
ほ
し
い
。」
と
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
、
民

間
バ
ス
と
市
民
バ
ス
と
の
運

賃
の
差
が
大
き
い
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
い
る
の
で
、
今

後
、
利
用
料
金
の
支
援
施
策

を
速
や
か
に
検
討
し
て
い
く

と
、
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
バ
ス
料
金
へ
の
支
援

策
は
、
高
校
生
は
も
と
よ
り
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
に
対

し
て
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。
市
の
見
解
を
求

め
ま
す
。

市
長　

民
間
バ
ス
を
利

用
さ
れ
る
高
校
生
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
の
方
々
に
つ
い
て

も
、
市
民
バ
ス
料
金
と
均
衡

が
保
て
る
よ
う
、
民
間
事
業

者
と
実
現
可
能
な
運
用
方
法

小林恵理子 議員
［日本共産党］に

つ
い
て
、
現
在
、
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

北
東
地
区
の
議
会
報

告
会
で
、
市
道
（
穴
山
）
５

号
線
の
延
伸
に
つ
い
て
議
会

か
ら
は
、「
市
は
県
営
・
農

業
地
域
活
性
化
農
道
整
備
事

業
に
よ
る
農
道
整
備
を
目
指

し
て
、
県
に
事
業
採
択
を
働

き
か
け
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
。」「
今
後
関
係
す
る
中

田
町
、
藤
井
町
も
含
め
、
地

区
長
と
市
議
会
議
員
の
連
絡

会
を
つ
く
り
、
合
意
形
成

や
連
携
を
と
っ
て
い
く
こ

と
。」
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
平
成

２
年
に
小
学
校
が
統
合
し
た

と
き
の
条
件
だ
っ
た
の
で
早

急
に
進
め
て
ほ
し
い
。」
な

ど
の
意
見
、
要
望
が
多
数
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
韮
崎
北
東
小
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
利
用
す

る
市
道
（
穴
山
）
３
号
線
で

ト
決
定
な
ど
、
地
域
の
合
意

形
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
道（
藤
井
）

６
号
線
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
か
ら
韮

崎
北
東
小
学
校
ま
で
の
間
で

施
工
し
て
い
る
道
路
整
備
事

業
は
、
完
成
間
近
と
聞
い
て

い
ま
す
。
本
事
業
は
、
平
成

24
年
度
に
総
延
長
４
、５
０

０
メ
ー
ト
ル
が
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
す
。

　
「
今
後
の
事
業
計
画
は
ど

う
な
る
の
か
。」「
早
期
の
完

成
を
要
望
し
た
い
。」
と
い

っ
た
地
域
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

関
係
者
に
は
、
市
か
ら
今

後
の
計
画
や
安
全
対
策
、
水

路
問
題
な
ど
の
老
朽
化
対
策

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
説

明
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

市
長　

韮
崎
北
東
小
学

校
か
ら
先
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
事
業
の
採
択
な
ど
、
今

後
の
整
備
方
針
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

その他質問

◆市長の政治姿勢につ
いて

◆安心して老後を過ご
せる介護保険制度に
ついて

◆韮崎西保育園の民営
化について

児
童
・
生
徒
や
高
齢

者
等
に
対
す
る
民
間

バ
ス
利
用
料
金
補
助

に
つ
い
て

市
道
の
整
備
に
つ
い

て

は
、
最
近
倒
木
も
あ
り
ま

し
た
。
市
道
（
穴
山
）
５

号
線
を
拡
幅
し
、
安
全
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
通
行
で

き
る
よ
う
に
す
る
道
路
整

備
は
、
最
優
先
で
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
考
え
ま
す
。

市
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

市
長　

先
ず
は
ル
ー

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••

ミ
処
理

問
題
は

未
来
永

劫
に
続

く
も
の

で
あ
り
、

市
民
に

最
も
負

担
の
か

山
梨
県
に
お
け
る
ご

み
処
理
広
域
化
計
画

に
よ
る
峡
北
広
域
行

政
事
務
組
合
ゴ
ミ
処

理
施
設（
エ
コ
パ
ー
ク

た
つ
お
か
）に
つ
い
て
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全
国
各
地
で
女
性
の

視
点
を
活
か
し
た
防
災
対
策

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
具
現
化

さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　

備
蓄
の
面
で
は
、

市
内
８
カ
所
の
防
災
備
蓄
倉

庫
に
、
避
難
所
で
の
女
性
の

着
替
え
、
授
乳
等
に
配
慮
し

た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
用

資
材
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
視
点
を
活
か
し

た
防
災
対
策
の
確
立
の
た
め

に
は
、
防
災
会
議
へ
の
女
性

の
進
出
、
女
性
の
防
災
・
減

災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
防
災

訓
練
、
避
難
所
運
営
へ
の
女

性
の
参
加
等
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
取
組
は
。

市
長　

女
性
の
参
画
に

つ
い
て
は
、
地
域
防
災
計
画

を
策
定
す
る
防
災
会
議
に
、

赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
と
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
長
の
２

名
を
委
嘱
し
、
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
、
地
域
減
災

小林　伸吉 議員
［公明党］い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
減
災

リ
ー
ダ
ー
は
約
１
割
が
女
性

で
あ
り
、
特
定
地
区
総
合
防

災
訓
練
に
お
い
て
も
食
糧
物

資
班
等
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

て
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
サ
イ
ズ

の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
障
が

い
や
難
病
を
抱
え
た
人
が
、

自
分
の
連
絡
先
や
必
要
な
支

援
を
記
入
し
て
お
き
、
災
害

時
や
平
時
と
異
な
っ
た
こ
と

が
起
き
て
困
っ
た
と
き
に
提

示
し
、
周
囲
に
手
助
け
を
求

め
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
多
く

の
障
が
い
者
の
助
け
と
し
て

有
効
な
こ
と
か
ら
、
県
内
他

市
で
も
既
に
導
入
さ
れ
て
い

る
。
導
入
、
普
及
は
必
要
だ

と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

市
長　

災
害
な
ど
緊
急

時
に
お
け
る
障
が
い
者
支
援

の
た
め
、
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度

は
、
平
成
30
年
か
ら
都
道
府

県
が
財
政
主
体
に
な
り
、
安

定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的

な
事
業
の
確
保
等
の
国
民
健

康
保
険
運
営
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
が
、
県
か
ら
提
示
さ
れ
る

国
民
健
康
保
険
納
付
金
算
定

係
数
、
標
準
保
険
料
率
の
提

示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

市
長　

平
成
30
年
度
か

ら
の
移
行
に
向
け
、
12
月
に

県
で
示
す
仮
係
数
に
よ
り
、

算
定
し
た
納
付
金
等
が
市
町

村
に
提
示
さ
れ
、
そ
れ
を
も

と
に
国
保
運
営
協
議
会
で
の

議
論
や
当
初
予
算
に
向
け
た

作
業
を
開
始
し
ま
す
。
最
終

的
に
は
、
１
月
の
確
定
係
数

に
よ
る
算
定
結
果
に
基
づ
き

決
定
し
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
も
資
産

割
を
含
め
た
４
方
式
で
保
険

税
を
賦
課
徴
収
し
て
い
る
が
、

資
産
割
比
率
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。
新
聞
報
道
で
は
、

資
産
割
の
比
率
の
高
い
市
町

村
は
３
方
式
の
算
定
方
法
に

変
更
す
る
と
保
険
料
（
税
）

の
大
き
な
変
動
が
予
想
さ
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
際

の
本
市
の
対
応
は
。

市
長　

本
年
度
の
資
産

割
比
率
は
９･

89
％
で
あ
り
、

今
後
、
算
定
方
法
の
移
行
等

に
つ
い
て
、
運
営
協
議
会
に

お
い
て
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

その他質問

◆農業行政について
◆移住・定住対策につ

いて

　

大
胆
な
住
宅
政
策
の

展
開
は
、
人
口
減
少
や
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
、
本
市

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。
優
良
企
業
に
勤

務
し
高
額
な
所
得
を
得
て
い

る
人
た
ち
に
、
市
内
の
賃
貸

住
宅
に
定
住
し
て
も
ら
う
こ

と
や
、
市
内
に
戸
建
て
住
宅

を
建
設
し
て
も
ら
う
方
法
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

市
長　

高
額
所
得
者
の

市
内
の
賃
貸
住
宅
へ
の
定
住

に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
大

手
住
宅
メ
ー
カ
ー
か
ら
生
活

利
便
性
の
高
い
韮
崎
駅
前
か

ら
市
文
化
ホ
ー
ル
方
面
に
か

け
、
住
宅
建
設
用
地
の
需
要

に
対
す
る
適
地
の
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
と
の
話
を
伺
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
関
係

者
を
は
じ
め
、
地
元
職
員
か

ら
の
情
報
収
集
に
よ
る
優
良

物
件
地
の
把
握
と
民
間
事
業

者
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
る

と
と
も
に
、
中
古
賃
貸
住
宅

を
活
用
し
た
空
き
家
対
策
と

髙添　秀明 議員
［韮真クラブ］し

て
、
民
間
事
業
者
や
個
人

に
対
す
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

助
成
制
度
の
調
査
研
究
を
行

い
、
民
間
活
力
を
活
用
し
た

定
住
環
境
の
整
備
の
後
押
し

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
高
額
所
得
者
の
市

内
へ
の
戸
建
て
住
宅
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
賃
貸
住
宅
と

同
様
に
、
民
間
活
力
を
活
用

し
た
宅
地
開
発
を
後
押
し
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
に
併
せ
、
誘
致
企
業
の
従

業
員
に
対
す
る
住
居
費
助
成

制
度
の
創
設
な
ど
、
市
内
へ

の
居
住
誘
引
策
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

民
間
の
企
業
が
苦
慮

し
て
い
る
事
項
に
、
行
政
が

新
た
な
制
度
の
創
設
や
既
存

の
制
度
の
見
直
し
な
ど
を
行

い
、
手
助
け
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

人
口

対
策
と
し
て
の
新
た
な
住
宅

政
策
に
つ
い
て
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
行
の
奨
学
金
制
度

の
見
直
し
を
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

　

ま
た
、
高
校
生
も
対
象
に

す
べ
き
で
あ
り
、
以
前
質
問

し
た
他
の
制
度
と
の
連
携
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

教
育
長　

広
く
就
学
困

難
者
へ
の
支
援
を
す
る
も
の

と
し
て
、
市
育
英
奨
学
金
貸

付
制
度
を
よ
り
多
く
の
市
民

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
将

来
的
に
も
長
く
存
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
現
在
の
貸
付

額
や
返
還
免
除
制
度
が
適
正

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
を
対
象
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高

等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度

に
よ
り
授
業
料
の
軽
減
が
図

ら
れ
て
い
る
の
で
、
見
直
し

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
他
の
制
度
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
団

法
人
仲
田
育
成
事
業
団
と
の

連
携
を
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
市
内
の
学
生
に
限

定
し
た
連
携
ま
で
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

活
性
化
に
向
け
た
住

宅
政
策
に
つ
い
て

その他質問

◆子どもたちの公共施
設使用料について

◆中小企業の育成につ
いて

◆新府城跡の整備につ
いて

・駐車場について
・整備計画について
・ガイダンス施設につ

いて

一  般  質  問

市
民
の
生
命
を
守
る

防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て

リ
ー
ダ

ー
連
絡

協
議
会

で
は
、

副
会
長

と
し
て

参
画
し

て
い
た

だ
い
て

　

高
校
生
議

会
で
給
付
型
奨
学

金
制
度
の
創
設
に

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••

奨
学
金
制

度
の
改
善

に
つ
い
て
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県
内
の
他
市
に
お
い

て
、
課
税
の
誤
り
に
よ
り
固

定
資
産
税
が
過
徴
収
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

適
正
な
課
税
事
務
、
ま
た
検

証
も
必
要
と
の
指
摘
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
市
の
シ
ス

テ
ム
の
運
用
及
び
チ
ェ
ッ
ク

体
制
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　

他
の
自
治
体
の

事
例
か
ら
、
そ
の
原
因
は
デ

ー
タ
入
力
、
課
税
条
件
設
定
、

課
税
シ
ス
テ
ム
及
び
操
作
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
誤
り
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
本
市
で
は
、

こ
れ
ら
の
誤
り
が
発
生
し
な

い
よ
う
、
入
力
し
た
デ
ー
タ

や
、
課
税
シ
ス
テ
ム
か
ら
出

力
さ
れ
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
そ
れ
ぞ
れ
を
ダ
ブ
ル
チ
ェ

ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
サ
ン

プ
ル
の
抽
出
に
よ
る
手
計
算

で
の
確
認
も
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
他
の
自

治
体
で
発
生
し
た
課
税
ミ
ス

に
つ
い
て
も
、
同
様
の
誤
り

内藤　正之 議員
［韮真クラブ］が

な
い
か
そ
の
都
度
確
認
作

業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

適
正
な
課
税
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

市
民
が
安
全
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
体
制

の
構
築
に
は
、
警
察
行
政
の

存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
韮

崎
警
察
署
が
移
転
を
し
た
後
、

関
連
す
る
施
設
は
存
在
す
る

の
か
、
現
時
点
で
の
状
況
を

お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　

新
し
い
警
察
署

に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
の

県
議
会
に
お
い
て
、
用
地
取

得
費
、
建
設
設
計
費
等
の
予

算
が
可
決
さ
れ
、
平
成
32
年

度
末
に
完
成
す
る
予
定
と
伺

っ
て
い
ま
す
。
韮
崎
警
察
署

の
移
転
に
伴
い
、
治
安
対
策

が
後
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
巡
回
を
多
く
す
る
な
ど
、

目
に
見
え
る
対
応
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
駅
前
交
番
の

大
型
化
に
よ
る
機
能
の
拡
充

と
体
制
の
強
化
を
図
り
、
移

転
後
の
影
響
が
最
小
限
と
な

え
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
支

援
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
が
、

地
方
自
治
体
に
求
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
周
知
は
ど
の
よ
う

な
手
段
で
行
っ
た
の
か
。
ま

た
、
支
援
内
容
、
参
加
者
数
、

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
も
お

聞
き
し
ま
す
。

市
長　

周
知
の
手
段
に

つ
い
て
は
、
教
育
現
場
を
通

じ
、
個
々
の
実
情
に
配
慮
す

る
中
で
、
就
学
援
助
と
同
様

細
心
の
注
意
を
払
い
、
周
知

し
、
参
加
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
支
援
内
容
に
つ
い
て

は
、
教
員
Ｏ
Ｂ
等
の
学
習
支

援
員
が
一
人
一
人
の
学
習
ス

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
夏
休
み

特
別
講
座
と
し
て
２
日
間
通

常
の
学
習
支
援
と
し
て
１
日
、

集
合
方
式
に
よ
り
３
時
間
程

度
の
学
習
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
参
加
者
数
は
、

申
込
者
1７
名
、
３
日
間
で
14

名
の
参
加
が
あ
り
、
今
後
の

日
程
に
つ
い
て
は
、
毎
週
日

曜
日
、
午
前
９
時
よ
り
約
３

時
間
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

その他質問

◆山梨県ごみ処理広域
化計画について

◆教育問題について
・教育現場での事故対

応について
・教職員の多忙化解消

について

　

入
院
や
施
設
へ
の
入

所
及
び
住
宅
入
居
契
約
に
必

要
な
連
帯
保
証
人
と
、
手
術

に
必
要
な
同
意
者
確
保
の
現

状
と
支
援
策
は
。

市
長　

ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
困
り
ご
と
に
つ
い

は
、
民
生
委
員
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
の
関
係
者
と
庁
内

関
係
各
課
が
連
携
を
図
り
、

各
種
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

連
帯
保
証
人
を
確
保
で
き

な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

や
、
手
術
時
の
同
意
者
に
つ

い
て
は
、
包
括
的
支
援
事
業

で
あ
る
総
合
相
談
支
援
業
務

に
お
い
て
、
そ
の
都
度
、
医

療
機
関
や
施
設
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
を
協
議
し
、

相
談
者
の
状
況
に
合
わ
せ
た

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
支
援
策
は

あ
る
の
か
。

介
護
保
険
課
長　

初
期

段
階
の
相
談
対
応
と
し
て
的

確
な
状
況
把
握
を
行
い
、
専

金井　洋介 議員
［韮政クラブ］門

的
、
継
続
的
な
関
与
、
緊

急
の
対
応
の
有
無
も
判
断
し
、

相
談
内
容
に
即
し
た
サ
ー
ビ

ス
や
制
度
に
関
す
る
情
報
の

提
供
、
関
係
機
関
の
紹
介
等

を
行
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
有
効
な
制

度
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
が

支
援
策
の
構
築
が
必
要
で
は
。

介
護
保
険
課
長　

必
要

な
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
さ
れ
て
い
な
い
と
の

指
摘
で
、
厚
生
労
働
省
で
も

施
策
等
を
検
討
す
る
と
い
う

情
報
も
あ
る
の
で
、
注
視
し

な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
施

策
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
自
ら
が
学
ぶ
楽

し
さ
や
、
分
か
る
喜
び
を
経

験
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

学
力
向
上
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
業
の
継
続
は
。

教
育
長　

夏
期
休
業
中

に
延
べ
２
、９
４
４
名
の
児

童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
教
員
の
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が

教
育
課
長　

建
築
主
体

工
事
と
し
て
、
中
庭
を
子
ど

も
た
ち
の
語
ら
い
の
場
と
し

て
整
備
す
る
工
事
、
校
舎
南

側
改
良
、
段
差
解
消
、
校
庭

へ
の
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る

工
事
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
ト
イ
レ
床
打
替
、
昇
降
口

柱
補
修
、
外
壁
等
ク
ラ
ッ
ク

補
修
の
工
事
に
合
計
８
８
、

０
２
０
千
円
。
電
気
設
備
工

事
と
し
て
、
電
気
時
計
、
放

送
卓
、
防
災
機
器
総
合
盤
等

の
機
器
更
新
の
工
事
に
合
計

１
１
、９
４
５
千
円
。
そ
の

他
の
工
事
と
し
て
、
警
備
設

備
や
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
の
移

設
等
、
附
帯
工
事
に
合
計
１
、

４
８
７
千
円
。
以
上
合
計
、

１
０
１
、４
５
２
千
円
で
す
。

　

教
職
員
の
負
担
が
大

き
い
給
食
費
の
集
金
業
務
に

つ
い
て
改
善
す
る
考
え
は
。

教
育
長　

文
部
科
学
省

よ
り
、
学
校
徴
収
金
会
計
業

務
の
負
担
か
ら
教
員
を
解
放

で
き
る
環
境
整
備
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
く
実
現
で
き
る

よ
う
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

その他質問

◆ワールド・ロボット・
サミットについて

・ロボ導入現場見学プ
ログラムへの応募に
ついて

・学生とのコラボレー
ションについて

課
税
事
務
に
つ
い
て

韮
崎
警
察
署
の
移
転

に
つ
い
て

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

ら
、
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

甘
利
小
学
校
の
大

規
模
改
修
工
事
に
補
正
予

算
と
し
て
計
上
さ
れ
た
約

１
億
円
の
工
事
の
内
容
は
。

る
よ
う
要
望
し
て
い
ま

す
。　　

生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
の
施
行
に
加

生
活
困
窮
世
帯

に
お
け
る
子
ど

も
の
学
習
支
援

に
つ
い
て
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平
成
28
年
１
月
に
山

梨
県
と
県
内
2７
市
町
村
が
連

携
し
、
健
康
科
学
大
学
産
前

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
た
。
本
セ
ン
タ
ー
は
、

妊
娠
中
か
ら
の
様
々
な
相
談

を
受
け
た
り
、
出
産
後
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
、
出
産

か
ら
４
ヵ
月
後
ま
で
の
お
母

さ
ん
方
が
宿
泊
し
な
が
ら
、

心
と
身
体
を
休
め
る
場
と
時

間
を
提
供
す
る
施
設
で
、
宿

泊
期
間
は
３
泊
４
日
程
度
、

基
本
料
金
は
１
泊
２
食
３
３
、

９
０
０
円
の
と
こ
ろ
を
、
県

と
市
が
１
３
、９
０
０
円
ず

つ
負
担
し
、
利
用
者
は
６
、

１
０
０
円
を
負
担
し
て
い
る
。

　

本
年
３
月
定
例
会
の
答
弁

で
、
登
録
者
数
13
名
、
利
用

者
６
名
、
延
べ
宿
泊
日
数
は

1６
日
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
、

平
成
28
年
度
の
出
生
数
、
ま

た
、
そ
の
後
平
成
29
年
度
の

利
用
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

市
長　

本
年
４
月
か
ら

８
月
ま
で
の
登
録
者
は
３
名
、 木内　吉英 議員

［協伸クラブ］

　

韮
崎
駅
舎
は
築
５0
年

近
く
経
っ
て
お
り
、
経
年
劣

化
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
。
駅
舎
の
大
規
模
改
修
や

建
替
え
の
計
画
は
。

市
長　

駅
舎
の
改
修
は
、

耐
震
化
工
事
と
同
時
に
待
合

室
の
改
修
等
を
実
施
す
る
と

Ｊ
Ｒ
東
日
本
八
王
子
支
社
か

ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　

３
月
末
で
閉
店
し
た

駅
構
内
の
キ
オ
ス
ク
の
跡
地

の
有
効
活
用
を
望
ん
で
い
る

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

過
日
、
商
工
会

を
通
じ
て
新
規
事
業
者
を
募

集
し
た
結
果
、
キ
オ
ス
ク
跡

地
は
１
社
か
ら
応
募
が
あ
り
、

現
在
、
八
王
子
支
社
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

平
成
2５
年
の
駅
前
広

場
改
修
事
業
で
、
雨
よ
け
シ

ェ
ル
タ
ー
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
機
能
を
有
し
た
間
接
照

明
が
設
置
さ
れ
た
が
、
現
在

の
本
照
明
の
運
用
は
、
光
度

や
色
も
控
え
め
で
少
し
寂
し

さ
を
感
じ
て
い
る
。
現
在
、

何
色
を
使
用
し
、
パ
タ
ー
ン

等
の
変
更
を
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
点
灯
時
間
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
機
能
は
、
現
在
、
季
節

ご
と
に
３
色
を
組
み
合
わ
せ

た
４
パ
タ
ー
ン
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
午
後
10
時
ま
で
運
用

し
て
い
ま
す
。

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

は
、
古
来
か
ら
生
息
す
る
固

有
動
植
物
を
消
滅
や
減
少
に

追
い
込
み
、
生
態
系
な
ど
に

被
害
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
、

平
成
18
年
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
、
駆
除
が
必
要
で

あ
る
。
本
市
で
も
釜
無
川
河

川
敷
や
道
路
沿
い
で
年
々
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

早
急
な
対
策
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
。

市
長　

広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
利
用
し
、
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
が
特
定
外
来
生

物
で
あ
る
こ
と
や
駆
除
方
法
、

対
処
方
法
等
の
周
知
を
図
り
、

繁
殖
状
況
や
繁
殖
を
防
ぐ
取

り
組
み
を
調
査
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
清
掃
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
駆

除
を
行
う
際
に
は
、
ご
み
袋

の
配
布
や
処
理
場
へ
の
搬
入

に
関
し
て
の
支
援
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
率
は
、
平

成
28
年
度
３
月
現
在
で
国
が

１･

７1
％
、
山
梨
県
が
０･

83

％
、
本
市
が
０･

５1
％
で
す
。

本
市
の
保
護
率
が
山
梨
県
や

他
市
に
比
べ
て
低
い
の
は
ど

う
し
て
か
。
ま
た
、
生
活
に

困
っ
て
福
祉
事
務
所
に
生
活

保
護
の
申
請
を
明
確
に
し
た

場
合
は
、
申
請
を
受
理
す
べ

き
で
す
。

市
長　

韮
崎
市
の
保
護

率
が
他
市
よ
り
低
い
の
は
地

域
の
実
情
に
よ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
の
意
思
を
明

確
に
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

適
切
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

市
福
祉
事
務
所
が
発

行
し
て
い
る
「
生
活
保
護
の

し
く
み
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
は
、
最
初
に
相
談
、

次
に
申
請
と
い
う
手
順
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
保

護
法
か
ら
み
て
正
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

渡辺　吉基 議員
［日本共産党］ト

の
内
容
を
、
今
後
、
検
討

す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

福
祉
課
長　

今
後
、
他

市
の
良
い
も
の
は
取
り
入
れ
、

作
成
を
検
討
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
監
査

事
項
に
「
相
談
者
に
対
し
て

は
、
保
護
申
請
の
意
思
を
確

認
し
て
い
る
か
、
申
請
の
意

思
が
表
明
さ
れ
た
者
に
対
し

て
は
、
申
請
書
を
交
付
し
て

申
請
手
続
き
に
つ
い
て
の

助
言
が
適
切
に
さ
れ
て
い

る
か
。」
の
項
目
が
あ
る
が
、

本
市
の
対
応
は
ど
う
で
す
か
。

福
祉
課
長　

本
人
の
意

思
で
申
請
し
て
い
た
だ
き
、

適
切
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
７
月
７
日
に
、

国
連
会
議
で
核
兵
器
禁
止
条

約
が
１
２
２
か
国
の
賛
成
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
人
類
史

上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法
化

す
る
核
兵
器
禁
止
条
約
で
す
。

　

市
長
は
、
平
和
首
長
会
議

に
加
入
さ
れ
て
い
る
立
場
か

ら
、
被
爆
者
の
願
い
に
応
え
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
成
、

批
准
す
る
よ
う
に
政
府
に
働

き
か
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

市
長　

山
梨
県
非
核
宣

言
自
治
体
連
絡
協
議
会
や
、

平
和
首
長
会
議
な
ど
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
考
え
て
い
き

ま
す
。

　

進
歩
と
革
新
を
め
ざ

す
韮
崎
の
会
は
、
核
兵
器
廃

絶
平
和
宣
言
都
市
の
看
板
を

国
道
20
号
線
な
ど
に
設
置
す

る
こ
と
を
要
請
し
て
き
ま
し

た
。

　

前
市
長
が
２
０
０
７
年
12

月
13
日
に
、
本
庁
舎
南
面
に

核
兵
器
廃
絶
平
和
宣
言
都
市

の
懸
垂
幕
を
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
後
し
ば
ら
く
の
間
は
通

年
で
掲
示
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
数
年
前
か
ら
短
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。
通
年
で
掲
示
す

べ
き
で
す
。

市
長　

庁
舎
南
面
の
限

ら
れ
た
２
カ
所
を
共
有
し
て

い
る
の
で
、
啓
発
期
間
ご
と

に
各
種
懸
垂
幕
を
掲
示
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

懸
垂
幕
は
、
８
年
に

わ
た
っ
て
の
要
請
の
中
で
実

現
し
た
も
の
で
す
。
今
後
、

各
種
懸
垂
幕
を
均
等
に
掲
示

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
道
20

号
線
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
宣

言
都
市
看
板
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

市
長　

重
要
な
こ
と
な

の
で
、
研
究
課
題
と
し
ま
す
。

その他質問

◆糖尿病性腎症重症化
予防事業について

◆「給与所得等に係る
市民税・県民税 特
別徴収税額の決定通
知書」について

産
前
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て

特
定
外
来
種
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除

に
つ
い
て

利
用
者
は
１
名
、
延
べ

宿
泊
日
数
は
３
日
で
す
。

　

な
お
、平
成
28
年
度

の
出
生
数
は
１
９
５
名

で
す
。

生
活
困
窮
者
の
立
場

に
立
っ
た
生
活
保
護

行
政
に
つ
い
て

核
兵
器
廃
絶
に
つ
い

て

韮
崎
駅
に
つ
い

て
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に
ら

さ
き

議
会

だ
よ

り
■

発
行

所
／
山
梨
県
韮
崎
市
議
会

　
〒

407-8501 山
梨

県
韮

崎
市

水
神

１
丁

目
3

番
1

号
　

TEL／
0

5
5

1
-2

2
-1

1
1

1
㈹

■
発

行
人

／
韮

崎
市

議
会

議
長

　
田

原
　

一
孝

■
編

集
／

韮
崎

市
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
■

印
刷

／
株

式
会

社
ア

ー
ト

プ
リ

ン
ト

第
1
7
4
号

平
成

2
9

年
1

1
月

2
5

日

編集後記
１１月３０日　開会
　　　　　　　諸報告
　　　　　　　市長所信表明
１２月１１日　一般質問
　　　１２日　一般質問
　　　１３日　議案審議
　　　　　　　財 務 常 任 委 員 会（午前）
　　　　　　　総務教育常任委員会（午後）
　　　１４日　市民生活常任委員会（午前）
　　　　　　　産業建設常任委員会（午後）
　　　１８日　議案審議
　　　　　　　委員会報告
　　　　　　　閉会

12
月
定
例
会
日
程〈
予
定
〉

■上記日程は予定です。定例会前の議会運営委
員会において正式に決定されます。

　※議会だより発行前に開会することもあるの
　で、市ホームページでご確認いただくか、
　議会事務局にお問い合わせください。

■常任委員会の傍聴を希望する方は、開催日の
２日前まで（休日を除く。）に申込手続きが
必要です。

■本会議は、インターネットでライブ中継・録
画中継を配信しています。

　

今
秋
の
10
月
の
第
１
回
臨

時
会
で
、
私
た
ち
７
名
が
新

た
に
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

に
な
り
ま
し
た
。「
議
会
だ

よ
り　

に
ら
さ
き
」
は
、
市

民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
に
本
市
議
会
の
活
動
状

況
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
誌

で
あ
り
、
今
後
も
ご
愛
読
い

た
だ
け
る
よ
う
、
充
実
し
た

内
容
の
紙
面
づ
く
り
に
努
め

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
５
日
に
文
田

健
一
郎
選
手
の
「
市
民
栄
誉

賞
授
与
式
」
が
東
京
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
は
も

と
よ
り
、
日
本
中
に
大
き
な

喜
び
を
与
え
て
く
れ
た
文
田

選
手
に
、
私
た
ち
議
員
も
会

場
の
皆
様
と
と
も
に
、
心
か

ら
祝
福
を
贈
っ
て
き
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ

ダ
ル
を
取
る
た
め
に
、
今
ま

で
以
上
に
、
一
層
厳
し
い
練

習
を
重
ね
て
い
く
文
田
選
手

に
、精
一
杯
、エ
ー
ル
を
送
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

 　
　

（
田
原
一
孝
）

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

田
原　

一
孝

　

副
委
員
長　

小
林　

伸
吉

　

委　
　

員　

山
本　

雄
次

　
　

〃　
　

清
水　

康
雄

　
　

〃　
　

髙
添　

秀
明

　
　

〃　
　

宮
川　

文
憲

　
　

〃　
　

守
屋　
　

久

　

■ 第８回議会報告会

［トピックス］
■「議会だより」を電子ブックでご覧いただけるようになりました

　平成29年第４回（定例会）からスマートフォンやタブレット端末からも議会ライブ中継をご視聴いただ
けますのでご利用ください。※通信費用はご利用者の負担になります。

□閲覧方法　
①本市のホームページのトップ画面右側のバナー「いつでも にらさき Nirasaki eBooks」をクリックする
　か、「http://www.spbook.jp/city-nirasaki/」 にアクセスしてください。
②閲覧する広報誌をクリックし、パソコンからは「ブラウザで読む」、スマートフォンからは「アプリで読
　む」を選択してください。

〔お知らせ〕　
　スマートフォンで閲覧する場合、事前に「Actibook」という無料アプリのダウンロードが必要です。ダ
ウンロードは「Nirasaki eBooks」のサイトからでもできます。

「議会だより」は172号からご覧いただけます。また「広報にらさき」もご覧いただけるのでご利用ください。
※通信費用はご利用者の負担になります。

■ スマートフォンやタブレット端末で議会ライブ中継をご視聴できるようになりました

　８月20日から26日の間に、市内5会場で８回目となる議
会報告会を開催しました。
　今回は、昨年の参加者を61人上回る、延べ302人の多く
の方に参加いただけました。会場でお答えいただいたアン
ケートでは、「地域に出向いての機会は重要である」「初め
て参加したが、参加者が多く地域への関心の高さに驚いた」
「今後も続けてほしい」「課題、取組経過、今後の方針も含
めて報告がほしい」「参加者の意見がどのように活かされる
のか示してほしい」など、多くのご意見をいただきました。
　市民の皆様からの議会活動に対する貴重なご意見であり、
議員全員が意識を共有し、皆様の声に応えていく活動を展開
していきます。

〔会場別の参加者数〕
　◇韮崎会場： 55人　 ◇穂坂会場： 73人
　◇北東会場： 50人　 ◇北西会場： 50人
　◇甘利会場： 74人　 ◆合　　計：302人


